
 

（第２号様式）   
令和５年３月 31日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立川和高等学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月８日実施） 

総合評価（３月 22日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

【学力向上進学
重点】 
① 生徒の資質・
能力を更に伸ば
し、進路実現に
向けた柔軟で効
果的な教育課程
編成に取り組
む。 
② 高度な課題
解決力を育み、
深い学びを実現
する授業の実践
に取り組む。 

①新学習指導要
領の趣旨を踏ま
え、難関国公立
大学やスーパー
グローバル大学
（トップ型）等
の上級学校への
進学を担保した
教育課程編成を
推進し、一層の
指導の充実を図
る。 
 
②主体的、対話
的で深い学びの
充実を実現する
とともに、１人
１台端末を効果
的に活用するた
めの授業の研究
開発を推進し、
指導の充実を図
る。 

①生徒が希望する
進路の実現のた
め、難関国公立大
学やスーパーグロ
ーバル大学（トッ
プ型）等の上級学
校を受験するのに
求められる指導を
行うための教育課
程編成となってい
るか検証を行う。 
 
②教科の枠を越え
た授業改善研究や
そのための研修を
推進し、生徒が単
元の見通しをもっ
て取組み、また、
振り返りを行うこ
とができるような
指導の充実を図
る。 
②Google  
Classroom を利用
し、課題や振り返
りなどの双方向の
やり取りを行うこ
とで、1 人 1 台端
末を効果的に活用
していく。 

①生徒が本当に
望む進路を実現
で き た か 。 ま
た、難関国公立
大学等の上級学
校への受験者率
が増加したか。 
 
②１人１台端末
の活用事例を教
員間で共有する
とともに、新学
習指導要領を踏
まえた組織的な
授業改善の機会
を設けることが
できたか。 
 
②Google 
Classroom を積極
的に利用し、1 人
1 台端末を効果的
に活用すること
ができたか。 

①年間模擬試験計
画に基づく模試の
計画的な実施、６
月に３年向け大学
ガイダンスや２年
向け大学出張授業
等を実施してい
る。 
②12 月までに５
回授業研修会を開
催するとともに、
10 月に公開研究
授業を開催した。 
②Google 
Classroom を利用
した教員向け研修
や授業実践、１人
１台端末活用に係
る研修会を実施し
た。各教室にアク
セスポイントやス
クリーン設置し
ICT 環境を充実さ
せることができ
た。 

①新課程に対応し
た学習指導や受験
指導について、引
き続き研究を進め
る。 
 
②引き続き授業研
修会を開催してい
くとともに、授業
研修会や研究授業
の成果を取りまと
めて今後に生か
す。 
 

・教科の枠を超えた授業
改善計画を具体的に知り
たい 
・１人１台端末の活用事
例を具体的に知りたい 
・学力向上進学重点校と
して、日頃から先生は勿
論の事、生徒が前向きに
取り組んでおり感心して
いる。目標がしっかり持
てるような体制がとれて
おり、生徒も家庭も安心
して川和高校の指導を見
ていると思う。生徒の学
習意欲が湧く指導の取り
組みが素晴らしいと感じ
ている。 

①国公立、早慶の受験者数が減
少し、GMARCH等の受験者が増加
傾向となった。新課程生につい
て単元ごとの指導と評価の計画
や単元計画一覧表の作成により
カリキュラムマネジメントを推
進できた。 
 
②研修会やアクセスポイント・
スクリーンの整備、Chromebook
の職員への配布により、ICT の
活用がより活発になった。一
方、環境の整備はまだ十分とは
言えず、また，1 人 1 台端末の
より良い活用について模索中で
ある。 

①生徒が希望する進路の実現 
を目指す授業の展開について他
校の情報なども得ながら研究・
実践を進める。また、進路イベ
ントの展開やキャリアパスポー
トの有効活用などにより生徒の
進路目標の明確化を図る。 
 
②職員の授業用の端末の充実を
図る。また、ICT 研修会のより
一層の充実を図る。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

【文武両道】 
①メンタルケア
等が必要な生徒
に対する教育相
談支援体制の充
実など、安心で
安全な学校づく
りを進める。 
②部活動や学校
行事等を通して
リーダーとしての
思いやりやたくま
しさの涵養を図
る。 
 

①生徒一人ひと
りの実情に応じ
た教育相談支援
体制の円滑な運
営を進め、ケー
ス会議などの機
能 の 充 実 を 図
る。 
②部活動や学校
行事への積極的
参加を促し、自
分で考え、自分
から行動する気
質を育てるとと
もに、活気ある
高校生活が送れ
るよう取り組み
の充実を図る。 
 
 
 
 

①教育相談コーデ
ィネーターを中心
に組織的な対応を
実践し、学校単位
での情報共有化を
さらに進める。 
②部活動・学校行
事への参加を、生
徒会を中心に学校
全体で取り組む。
また、ルールの徹
底等規範意識を醸
成する。さらに、
体育館耐震工事に
対応した諸行事や
部活動の体制を整
備する。 

①職員間の情報
の 共 有 を 密 に
し、必要に応じ
てケース会議等
を 開 催 す る な
ど、組織的に対
応することがで
きたか。 
②行事や部活動
の意義を理解さ
せ、規範意識等
社会性を身につ
けることができ
たか。耐震工事
に対応した体制
や環境整備に取
り組むことがで
きたか。 

①３者面談のほか
夏休み前後に生徒
と担任の個別面談
や随時の面談を実
施し、生徒個々の
状況を把握してい
る。 
②耐震工事やコロ
ナ禍であったが、
生徒会が中心とな
り体育祭や球技大
会、川和祭を着実
に実施した。６つ
の部活動が関東・
全国大会に出場し
ている。 

①引き続き生徒
個々の状況を把握
し適切な支援につ
なげる。 
 
②耐震工事やコロ
ナシフトが終了し
た後の通常の行事
について円滑に運
営できるよう準備
を進める。 

・コロナに気を付けつつ
生徒会が中心となった体
育祭や球技大会、川和祭
が実行出来て良かった 
・川和祭は保護者が参加
でき、学校での様子を見
ることができて良かった 
・勉強だけでなく、運動
部文化部の加入率も高
く、文武両道の進学重点
校として素晴らしいと思
う。生徒の中にはメンタ
ル面で支援を必要とすり
ケースもあるみたいです
が、しっかりとサポート
体制がとれていると伺っ
ている。この３年間はコ
ロナの影響が大きく生徒
にとっては大変な期間で
あったと思うが、明るく
活発的に活動されていた
と思う。 

①個別面談を多く設定すること
で生徒それぞれの状況を担任が
把握することができた。一方、
情報の共有や組織的な対応とい
う面で一層の充実が必要であ
る。 
 
②耐震工事やコロナ禍に対応
し、安全を確保しながら学校行
事を運営し、学校生活における
生徒の充実感を高めることがで
きた。一方、３年間のコロナ対
応により、通常の形での学校行
事運営が行えてこなかったため
ノウハウの継承に課題がある。
また、部活動加入率は引き続き
100％に近い状況であり全国大
会５部、関東大会６部の実績な
ど成果も上がっている。一方、
生徒のニーズに応じた部活動運
営も課題である。 

①学年会の定期的な設定を行
い、職員間での情報共有が進む
ようにする。また、SCや SSWな
どの専門家との連携を強化し、
組織的な支援体制を一層充実さ
せる。 
 
②通常の形での学校行事運営を
想定し計画を立案する。生徒の
実情を踏まえた部活動運営等に
取り組む。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月８日実施） 

総合評価（３月 22日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

【進路実現】 
一人ひとりの進
路希望に応じた
適切な進路指導
の充実を図る。 

①的確な情報提
供や補習・講習
の充実など、組
織的な進路指導
を推進する。 
②外部模擬試験
等の活用推進を
通して、有効な
教科指導や進路
指導の充実を図
る。 

①生徒のニーズに
応じた夏季休業中
の補習・補講を実
施する。 
②ベネッセ FINE 
システムを有効活
用する。 
③各自の端末に、
模試受験前の目
標、受験後の振返
りの記録をつける
ように指導する。 

①各教科で、生
徒のニーズに合
わせ現状に見合
った講座の開講
を 検 討 で き た
か。 
②全職員が FINE
システムを活用
できるように研
修会を開催でき
たか。 
③模試受験に効
果的な PDCA サイ
クルを回すこと
ができたか。 

①夏季休業中に補
習・補講を 33 講
座実施した。 
②教員向け研修会
を４月に開催し
た。 
③ベネッセ「マナ
ビジョン」を活用
し、指導してい
る。 

①生徒のニーズに
あった講座を設定
する。 
②模擬試験を進路
指導に活用する。 
③引き続き生徒へ
入力を促す。  

・夏季休業中の補習の参
加率を知りたい。 
・進路指導、支援に関し
ては生徒目線で補講が充
実しており、安心して取
り組めるのは大変良いと
思う。コロナの影響がど
れ程あったのか、また学
校として取り組み体制を
どのように変更したの
か、配慮したのかは伺い
たい。 

①日ごろの授業をふまえ、長期
休業中の補習・講習のニーズは
高く、延べ参加希望者数 525
名。参加率はほぼ９割を超え
た。 
②ベネッセ担当者よりデータの
見方や生徒への効果的な声掛け
等のアドバイスを受けた。 
③マナビジョンへ入力すること
で、試験等の目標設定や振返り
の機会を持てた。    

①講習の計画を立てる際、部活
動との調整が必要。 
②継続して研修会を実施する。 
③マナビジョンへの入力タイミ
ングを事前に計画立てる。 

４ 地域等との協働 

【連携】 
地域との連携を深
め、地域に開かれ
た学校づくりを進め
る。 
 

①防災委員会を
中心に地域と連
携をとり、防災
活動の取組みを
推進する。 
②地域清掃やイ
ベントへの参加
を通じた地域貢
献活動を推進す
る。 

①消防署や近隣等
との連携を進め、
災害時の備えを充
実させ、防災活動
を実施する。 
②部活動や学年単
位での地域清掃の
実施や地域イベン
トへの参加。 

①消防署や近隣
等と連携し、災
害時の備えを充
実させ、防災活
動を実施できた
か。 
②地域清掃や地
域イベントに多
数の生徒や部活
動が参加するこ
とができたか。 

①消防署と連携し
防災訓練や AED 訓
練を実施した。 
②ダンス部がテレ
ビに出演。吹奏楽
部やクイズ同好会
が地域イベントに
参加した。部活動
が学校近隣の清掃
を実施した。 
 

①防災意識を継続
的に持ち、不慮の
際に行動できるよ
うにしておく。 
②引き続き部活動
を中心とした地域
貢献に取り組むと
ともに、取組の成
果の積極的な発信
にも取り組む。 

・地域との連携がはかれ
てよかった 
・コロナの関係でイベン
トはなかなか厳しかった
と察する。基本、活動は
できなかったのではない
か。 

①コロナ禍のため机上での防災
訓練となったが具体的な場面を
想定してそれぞれの生徒が対応
を考える場面を設定できた。 
②コロナの落ち着きとともに少
しずつ地域イベントへの参加な
どの機会を増やすことができ、
学校・地域の相互理解を深める
ことができた。 

①コロナ禍の落ち着きに伴い地
域との連携による防災活動につ
いて検討を進める。 
②組織的な地域貢献活動につい
て計画、実施する。ホームペー
ジ等での情報発信を充実させ
る。 

５ 
学校管理 
学校運営 

【信頼】 
① 保護者との
連携を深める。 
 
② 不祥事防止
の徹底を通じて
県民から信頼さ
れる学校づくりを
進める。 
 
 

①生徒の安全安
心な教育活動を
担 保 す る 。 ま
た、保護者との
協働によるＰＴ
Ａを中心とした
教育環境整備活
動を推進する。 
 
②風通しがよく
協力し合える職
場環境を構築す
る。 
 

①体育館耐震工事
の状況を踏まえ、
体育や学校行事、
部活動などの教育
環境整備にＰＴＡ
と協力して取り組
む。 
②業務の効率化と
職員間のコミュニ
ケーション活性化
を促進する。 

①ＰＴＡとの連
携 、 協 働 を 進
め、環境整備に
取り組むことが
できたか。 
 
②効率化が進ん
だか。職員が協
力し合える職場
環境を構築でき
たか。 
 

①PTA 等と連携し
耐震工事に対応し
た教育活動支援や
60 周年記念事業
を推進した。 
②欠席連絡のオン
ライン化や会議の
ペーパーレス化、
インターネットバ
ンキングの導入に
より効率化を進め
ている。 

①今後さらに保護
者との連携が進む
ような機会を設定
する。 
 
②学年を軸にした
さまざまな情報共
有を進め、職員の
意見を反映した学
校運営ができるよ
う取り組んでい
く。 

・授業参観、部活動見学
等、来年度は保護者が学
校へ行く機会を増やして
ほしい 
・学校としてコロナの影
響で保護者との連携もネ
ットを介してが多かった
のではないかと思いま
す。 

①PTA 等と連携し、体育館の耐
震工事を踏まえた部活動支援を
行うことできた。コロナ禍の落
ち着きに伴い保護者が来校する
機会を確保できたが、今後一層
の連携を模索したい。 
②ICT を活用した業務改善は進
んだ。職員間のコミュニケーシ
ョンの活性化や不祥事防止にか
かる意識向上については引き続
き工夫が必要である。 

①保護者が来校できる機会等を
設け、一層の連携を深める。 
②学年会の定期的な設定による
職員間のコミュニケーションの
活性化や、職員が講師となる不
祥事防止研修の実施などによ
り、一層風通しがよく協力しあ
える職場環境づくりを実施す
る。 

 


